
平成™˜年 月Ÿ日 火曜日 (第œ˜œ˜号付録) Ÿ月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

四
九

経
済
産
業
省
定
員
規
則
及
び

経
済
産
業
省
定
員
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
八
184

三
九

五
〇

経
済
産
業
省
の
所
管
す
る
法

令
に
係
る
民
間
事
業
者
等
が

行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
184

三
九

五
一

割
賦
販
売
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

三
一
187

九

五
二

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に

よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
の

う
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事

業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施

行
令
第
五
条
第
一
号
に
掲
げ

る
事
業
を
行
う
特
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
事
業
者
に
係
る
も

の
に
関
す
る
省
令

三
一
187

九

五
三

電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る

特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

三
一
187

九

〇
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

一

自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
の
算
定
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
五
180

一

〇
国
土
交
通
省

五
〇

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
八
175

二

五
一

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

二
六
182

九

五
二

国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
184

三
九

五
三

旅
行
業
法
施
行
規
則
及
び
国

土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
令

に
係
る
民
間
事
業
者
等
が
行

う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
184

三
九

五
四

国
土
交
通
省
定
員
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
184

四
一

五
五

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

三
一
187

二
一

〇
防

衛

省

一
三

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

一
八
175

一
二

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
会
計
検
査
院

七

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務

分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

六

一

〇
公
正
取
引
委
員
会

六

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示

防
止
法
に
規
定
す
る
公
正
競

争
規
約
の
認
定
の
取
消
し
に

係
る
聴
聞
及
び
排
除
命
令
に

係
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に

関
す
る
規
則
等
を
廃
止
す
る

等
の
規
則

二
八
184

四
一

〇
国
家
公
安
委
員
会

六

警
察
庁
の
定
員
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
四
171

二
〇

七

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
協
議
会
に
関
す
る

規
則
及
び
運
転
免
許
の
拒
否

等
の
処
分
の
基
準
に
係
る
身

体
の
障
害
の
程
度
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

二
八
184

四
二

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

二
八
一
e

二
八
五

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を

認
定
し
た
件

一
七
174

一

二
八
六
e

二
九
四

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

変
更
を
認
定
し
た
件

一
七
174

二

二
九
五
e

三
〇
一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の

認
定
を
取
り
消
し
た
件

一
七
174

三

三
〇
二
e

三
三
〇

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た

件

一
七
174

三

三
三
一
e

三
三
九

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認

定
し
た
件

一
七
174

六

三
四
〇

地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
取

り
消
し
た
件

一
七
174

七

三
四
一

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣

総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
権

限
又
は
事
務
の
一
部
に
つ
い

て
委
任
し
た
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
八
184

四
二

三
四
二

内
閣
府
本
府
の
保
有
す
る
行

政
文
書
の
開
示
に
係
る
権
限

又
は
事
務
の
一
部
に
つ
い
て

委
任
し
た
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八
184

四
二

三
四
三

内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係

る
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
第
四
章
第
一
節
か
ら
第
三

節
ま
で
に
定
め
る
権
限
又
は

事
務
の
一
部
に
つ
い
て
委
任

し
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
八
184

四
二

三
四
四

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第

三
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
行

政
機
関
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八
184

四
二

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省

一

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機

構
支
援
基
準

二
八
184

四
二

〇
内
閣
府
、
総

務

省
、

財
務
省
、
経
済
産
業
省

一

金
融
機
関
等
が
対
象
事
業
者

に
行
お
う
と
す
る
資
金
の
貸

付
け
が
当
該
対
象
事
業
者
の

事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
の
基
準
を

定
め
る
件

二
八
184

四
四

二

機
構
が
そ
の
特
定
関
係
者
と

の
間
で
機
構
の
取
引
の
通
常

の
条
件
に
照
ら
し
て
機
構
に

不
利
益
を
与
え
る
取
引
又
は

行
為
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
主
務
大
臣
が
必
要
な
も

の
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め

る
場
合
を
定
め
る
件

二
八
184

四
四

〇
宮

内

庁

六

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
第
六
十

四
回
国
民
体
育
大
会
に
御
臨

場
に
な
る
件

二
六

一

›
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